
ト
キ 

野
生
復
帰
に
む
け
て

     
ト
キ
の
え
さ
　
―
ド
ジ
ョ
ウ
―

　
野
生
の
ト
キ
は
、
田
ん
ぼ
や
川
で
生
き
た

ド
ジ
ョ
ウ
や
カ
エ
ル
、
イ
モ
リ
、
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ

オ
、
サ
ワ
ガ
ニ
、
タ
ニ
シ
な
ど
様
々
な
種
類
の

水
生
動
物
を
食
べ
て
暮
ら
し
て
い
ま
し
た
。

ト
キ
が
生
き
て
い
た
こ
ろ
、
佐
渡
の
水
辺
に

は
ド
ジ
ョ
ウ
や
メ
ダ
カ
な
ど
多
く
の
水
生
生

物
が
す
ん
で
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
河
川
整

備
や
ほ
場
整
備
が
進
み
、
稲
作
が
近
代
化

さ
れ
て
水
田
転
作
が
は
じ
め
ら
れ
た
こ
ろ
か

ら
、
か
つ
て
ト
キ
が
え
さ
場
に
し
て
い
た
里

山
の
自
然
環
境
は
大
き
く
変
わ
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
。
現
在
で
は
、
ド
ジ
ョ
ウ
や
カ
エ
ル
な

ど
の
ト
キ
の
え
さ
と
な
る
小
動
物
の
量
が
少

な
く
な
り
、
ト
キ
を
野
生
に
も
ど
し
た
場

合
の
え
さ
不
足
が
心
配
さ
れ
て
い
ま
す
。

○
佐
渡
ト
キ
保
護
セ
ン
タ
ー
で
は

　
　 

年
間
６
ｔ
の
ド
ジ
ョ
ウ
が
必
要

　
旧
新
穂
村
で
は
平
成
11
年
か
ら
新
穂
大

野
山
中
の
水
田
50
ａ
に
養
殖
池
を
造
成
し

て
、
新
潟
県
内
水
面
水
産
試
験
場
の
指
導

に
よ
り
ド
ジ
ョ
ウ
の
養
殖
試
験
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
こ
の
事
業
は
合
併
後
も
佐
渡

市
に
引
き
継
が
れ
て
実
施
さ
れ
て
お
り
、

平
成
17
年
度
に
内
水
面
試
験
場
で
は
、
佐

渡
産
の
ド
ジ
ョ
ウ
１
５
７
尾
か
ら
、人
工
ふ
化

に
よ
り
７
万
７
０
０
０
尾
の
稚
魚
が
か
え
り
、

そ
の
う
ち
５
万
７
０
０
０
尾
が
大
野
の
養
殖

池
に
放
流
さ
れ
ま
し
た
。
一
部
は
、
前
浜
地

域
で
ト
キ
の
え
さ
場
と
し
て
管
理
さ
れ
て
い

る
ビ
オ
ト
ー
プ
に
も
放
さ
れ
て
い
ま
す
。

○
ド
ジ
ョ
ウ
養
殖
助
成
事
業

○
新
穂
大
野
で
養
殖
試
験
を
実
施

　
佐
渡
ト
キ
保
護
セ
ン
タ
ー
で
は
現
在
80

羽
の
ト
キ
が
人
工
飼
育
さ
れ
て
い
ま
す
。
飼

育
し
て
い
る
ト
キ
に
は
、
え
さ
と
し
て
ド
ジ

ョ
ウ
と
馬
肉
を
主
体
に
し
た
人
工
飼
料
を

組
み
合
わ
せ
て
与
え
て
い
ま
す
。
ト
キ
の
成

鳥
は
毎
日
お
よ
そ
２
０
０
ｇ
の
ド
ジ
ョ
ウ
を
食

べ
る
と
い
わ
れ
、
ト
キ
保
護
セ
ン
タ
ー
で
ト
キ

に
給
餌
す
る
ド
ジ
ョ
ウ
の
量
は
年
間
約
６
ｔ

に
も
な
り
ま
す
。
現
在
、
セ
ン
タ
ー
で
は
こ

の
ド
ジ
ョ
ウ
の
ほ
ぼ
全
量
を
東
京
の
築
地
市

場
と
茨
城
県
の
養
殖
業
者
か
ら
購
入
し
て

い
ま
す
。
新
穂
正
明
寺
地
区
で
建
設
が
進

め
ら
れ
て
い
る
野
生
順
化
施
設
が
完
成
し
て

試
験
放
鳥
が
は
じ
ま
る
と
、
野
外
給
餌
も

必
要
に
な
る
た
め
に
、
ド
ジ
ョ
ウ
の
需
要
は

現
在
よ
り
さ
ら
に
増
加
す
る
と
見
込
ま
れ

て
い
ま
す
。

　
現
在
、
佐
渡
島
内
で
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
が

相
川
二
見
地
内
で
本
格
的
に
ド
ジ
ョ
ウ
の
養

殖
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
が
、
ト
キ
保
護
セ

ン
タ
ー
へ
の
出
荷
量
は
月
５
裴
と
ま
だ
多
く

あ
り
ま
せ
ん
。

　
こ
の
よ
う
に
先
進
的
な
取
り
組
み
は
行

わ
れ
て
い
ま
す
が
、
島
内
で
の
生
産
体
制
は

ま
だ
確
立
さ
れ
て
い
な
い
の
が
現
状
で
す
。

市
で
は
今
年
度
か
ら
「
ド
ジ
ョ
ウ
養
殖
助
成

事
業
」
を
新
規
事
業
と
し
て
実
施
し
ま
す
。

こ
の
事
業
は
、
島
内
で
の
ド
ジ
ョ
ウ
の
生
産

体
制
の
整
備
を
図
り
、
ト
キ
保
護
セ
ン
タ
ー

等
へ
の
供
給
量
を
増
や
す
た
め
に
、
ド
ジ
ョ

ウ
養
殖
を
新
規
に
は
じ
め
る
農
家
や
事
業

所
に
対
し
て
資
材
費
や
工
事
費
な
ど
必
要

経
費
の
一
部
を
助
成
す
る
も
の
で
す
。
ビ
ニ

ー
ル
ハ
ウ
ス
を
設
置
し
て
本
格
的
に
ド
ジ
ョ
ウ

養
殖
事
業
に
取
り
組
む
に
は
、
10
ａ
当
り

１
０
０
万
円
く
ら
い
の
初
期
投
資
が
必
要
と

さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
簡
易
な
養
殖

池
を
造
成
し
て
ド
ジ
ョ
ウ
養
殖
を
は
じ
め
る

場
合
は
35
万
円
ほ
ど
の
経
費
で
着
手
で
き

る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
人
工
ふ
化
技
術
の

確
立
な
ど
ま
だ
課
題
も
多
く
あ
り
ま
す
が
、

市
で
は
新
潟
県
と
連
携
し
て
養
殖
技
術
の

研
修
会
を
開
催
す
る
な
ど
し
て
、
養
殖
に

取
り
組
む
方
の
支
援
を
し
て
い
く
こ
と
に
し

て
い
ま
す
。

　
こ
の
助
成
事
業
に
つ
い
て
は
、
環
境
課
ト

キ
推
進
室
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
環
境
課
ト
キ
推
進
室
（
新
穂
支
所
内
）

　
　
　
　
　
　
　
蕁
22
―
３
１
１
１

き
ゅ
う
じ

▲新穂大野にある佐渡市の
　ドジョウ養殖試験池

▲NPO法人が経営する相川二見
　にあるドジョウ養殖施設

▲トキの好物ドジョウ。
　全長10～15袍で、口ひげが
　10本ある。
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12

　
市
民
環
境
ア
ン
ケ
ー
ト（
市
民
版
）で
は
、

環
境
全
般
に
関
す
る
こ
と
26
の
項
目
に
つ
い

て
尋
ね
ま
し
た
。

　
身
近
な
環
境
の
状
況
認
識
に
つ
い
て
尋

ね
た
と
こ
ろ
、生
活
環
境
に
つ
い
て
は
、
10
年

前
と
比
べ
て
「
良
く
な
っ
た（
39
・
１
％
）」
が

多
い
も
の
の
、「
変
わ
ら
な
い（
22
・
６
％
）」
、

「
悪
く
な
っ
た（
22
・
４
％
）」
と
と
も
に
均

衡
し
ま
し
た
。
ま
た
、自
然
環
境
に
つ
い
て
は
、

「
悪
く
な
っ
た（
38
・
６
％
）」
が
多
い
も
の
の

「
良
く
な
っ
た（
26
・
０
％
）」
、「
変
わ
ら
な

い（
25
・
９
％
）」
と
と
も
に
均
衡
し
て
い
ま
す
。

　
生
活
環
境
が
「
良
く
な
っ
た
」
、「
悪
く
な

っ
た
」
と
感
じ
る
理
由
に
つ
い
て
は
、双
方
と

も
「
ご
み
の
不
法
投
棄
や
野
焼
き
」
を
あ

げ
て
い
ま
す
。（
減
っ
た
19
・
６
％
・
増
え
た
13

・
４
％
）

　
ま
た
、自
然
環
境
が
「
良
く
な
っ
た
」
と
感

じ
る
理
由
に
つ
い
て
は
、「
街
中
の
緑
が
多
く

な
っ
た（
９
・
１
％
）」
が
ト
ッ
プ
、悪
く
な
っ
た

に
つ
い
て
は
、「
農
村
の
自
然
や
景
観
が
失
わ

れ
て
き
た（
16
・
１
％
）」
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
地
区
別
の
「
良
い
環
境
、誇
れ
る
環
境
」

に
つ
い
て
は
、「
豊
か
な
自
然
環
境（
44
・
０

％
）」
が
、「
悪
い
環
境
、改
善
し
た
い
環
境
」

で
は
、「
ご
み
の
不
法
投
棄（
31
・
８
％
）」
が

ト
ッ
プ
で
あ
り
、「
タ
ヌ
キ
な
ど
の
鳥
獣
か

ら
の
被
害（
29
・
１
％
）」
が
続
き
ま
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、相
川
・
真
野
・
小
木
地
区

で
は
、「
海
岸
の
漂
着
ご
み
」
、新
穂
・
羽
茂
・

赤
泊
地
区
で
は
、「
タ
ヌ
キ
な
ど
の
鳥
獣
か

ら
の
被
害
」
が
ト
ッ
プ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
環
境
問
題
に
つ
い
て
の
関
心
に
つ
い
て
は
、

身
近
な
生
活
環
境
か
ら
地
球
環
境
問
題
ま

で
、幅
広
く
関
心
が
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま

し
た
。こ
の
内
、特
に
重
点
的
に
取
り
組
む

べ
き
施
策
に
つ
い
て
は
、「
大
気
、水
、土
壌
、

地
下
水
な
ど
を
良
好
な
状
態
に
保
全
す
る

（
45
・
７
％
）」
が
ト
ッ
プ
、以
下
「
廃
棄
物
の

減
量
化
、適
正
処
理
、再
生
利
用
、再
資
源

化
の
取
組
み（
35
・
０
％
）」
、「
二
酸
化
炭

素
の
排
出
を
抑
制
す
る
な
ど
、地
球
温
暖

化
対
策
の
取
組
み（
29
・
１
％
）」
が
続
き
ま

し
た
。

　
そ
の
他
の
概
要
に
つ
い
て
は
、次
の
と
お
り

で
す
。

市民環境アンケート
（市民版）

①対　　象　20歳以上の市民2,750人を無作為抽出
②実施期間　H17年8月
③回 収 率　45.3％（1,246人）
　　　　　　　　　男　 46.1％（574人）
　　　　　　　　　女　 53.2％（663人）
　　　　　　　　無回答　0.7％（9人）

〜
ア
ン
ケ
ー
ト
へ
の
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
〜

　
市
で
は
、環
境
基
本
計
画
の
策
定
に
あ
た
り
、市
民
や
事
業
者
等
か
ら
幅
広
く
関

与
し
て
も
ら
う
た
め
、昨
年
８
月
〜
９
月
に
「
市
民
環
境
ア
ン
ケ
ー
ト
（
市
民
、事
業

者
、小
・
中
学
校
教
職
員
）
」
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
さ
ん
に
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
、ア
ン
ケ
ー
ト
結

果
の
概
要
を
ご
報
告
し
ま
す
。
な
お
、紙
面
の
都
合
に
よ
り
、「
市
民
環
境
ア
ン
ケ
ー

ト（
市
民
版
）
」
の
抜
粋
を
掲
載
し
ま
す
。

市
民
環
境
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果

市
民
環
境
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果

無回答
9.9％

どちらとも
いえない
33.9％

環
境
と
経
済
の
関
係

ト
キ
野
生
復
帰

トキの野生復帰
と地域振興Ｑ 効果があると

思う理由Ｑ

全体（n＝1,246）

全体（n＝1,246） 全体（n＝459）

環境を多少犠牲にしても、
経済発展・開発を優先
すべきである　  1.9％

経済発展・開発
よりも、環境の
保全を優先すべ
きである
10.9％

経済発展・開発は、環境との調和
を図ることに努力しながら取り組
むべきである　　53.4％

環境保全と経済
発展・開発は、
本来両立すべき
ものだ
13.2％

その他
 0.5％

わからない
7.5％

無回答
12.7％

効果がある
36.8％

効果がない
10.9％

どちらとも
いえない
33.9％

わからない
8.4％

無回答
9.9％

環境保全型農業
などが推進され、
安全・安心な農
産物が提供され
る可能性が高ま
るから　19.6％

佐渡市のイメージが
良くなり、観光客が
増えるなどの効果が
期待できる　48.8％

トキの野生復帰
の取組により、
結果的に自然環
境が良くなるか
ら　30.7％

その他
 0.9％ 無回答  0.0％
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どちらとも
いえない
  33.3％

無回答
 19.0％

わからない
  38.5％

特に環境活動は
行っていない
     52.2％

無回答
 3.4％

地
球
温
暖
化

環
境
活
動
に
関
す
る
取
り
組
み

環
境
教
育
・
環
境
学
習

商
工
業
や
農
林
水
産
業
等

の
事
業
者
に
望
む
こ
と

地球温暖化の
認識と関心Ｑ 地球温暖化防止対策として心がけていることＱ

環境団体への参加
・加入状況Ｑ 環境団体への加入

・参加意向Ｑ

参加意向Ｑ 関心のあるテーマＱ

全体（n＝1,246）

全体（n＝1,246）

全体（n＝1,246）

全体（n＝1,246）

全体（n＝1,246） 全体（n＝1,246）

知っているし
関心がある
41.5％

よく知らないが
関心がある
  42.4％

知らないし
関心もない
3.0％

知っているが
特に関心はない
6.5％

どちらともいえない
　　3.5％

無回答  3.2％

無回答
 3.4％

特に環境活動は
行っていない
     52.2％

環境活動を行う団体に加入し、
　　　　活動している　3.4％

環境活動を行う団体
に加入はしていない
が、参加している
　　3.1％

特に団体には加入
も参加もしていな
いが、身近ででき
る環境活動を行っ
ている　19.3％

その他
1.2％

無回答
 19.0％

加入するつもりだ
 2.9％

加入しないが、
参加するつもりだ
 24.9％

参加も加入も
しないつもりだ
14.7％

わからない
  38.5％

参加してみたい
と思う
32.7％

参加してみたい
と思わない
10.5％

どちらとも
いえない
  33.3％

わからない
15.2％

無回答
8.2％

0.0％ 10.0％ 20.0％ 30.0％ 40.0％ 50.0％ 60.0％

森林や河川・海岸の必要以上の開発は行わないでほしい

大気汚染、水質汚濁、騒音・振動、悪臭などの公害が発生しないように、しっかりした管理を行ってほしい

小売店などでは環境に配慮した商品をなるべく多く扱うようにしてほしい

廃棄物の減量化、再生利用、再資源化に努力してほしい

廃棄物の不法投棄や野焼きなどを行わないよう、適切な廃棄物処理を守ってほしい

電気やガスなどの省エネルギー（低公害車の導入を含む）に努力してほしい

風力・太陽光発電などの新エネルギーの導入に心がけてほしい

事業所の周辺に緑を増やすなど、景観を良くしてほしい

市民が行う環境保全活動に協力してほしい

環境に関する情報を公開してほしい

その他（その他・わからない・無解答）

49.0

55.1

15.5

44.3

37.2

12.4

22.6

10.8

8.2

14.8

6.1

全体（n＝1,246）

0.0％ 10.0％ 20.0％ 30.0％ 40.0％ 50.0％ 60.0％ 70.0％

冷暖房はなるべく使わない（温度調節）

水道は蛇口をこまめに締めて、無駄使いを減らす

近距離の自動車の運転を控え、アイドリングをなくす

コンセントをこまめに抜くなど、節電に心がける

風力や太陽光発電設備などの導入

その他

わからない

無回答

無駄な包装紙やレジ袋を断るなど、過剰包装を減らす工夫をする

再生資源を利用するなどの環境へ配慮した商品を優先的に購入する（グリーン購入）

58.8

51.8

26.6

42.4

24.2

38.6

11.0

2.2

3.1

2.7

0.0％ 10.0％ 20.0％ 30.0％ 40.0％

地域の環境の状況

地球温暖化やオゾン層の破壊・酸性雨などの地球環境問題と対策

水質、大気、騒音・振動などの調査・評価方法

環境保全型農業の取組事例

省エネルギー、新エネルギーの取組事例

環境団体などの活動概要

廃棄物対策（適正処理、再生利用、再資源化）

野生生物の保護（トキの野生復帰を含む）

ISO14001やエコアクション21などの環境マネジメント

その他

わからない

無回答

27.0

33.6

12.1

13.7

19.6

5.5

32.9

12.5

1.7

0.8

9.3

7.2
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平
成
18
年
度
市
民
環
境
大
学
の
開
設
に
あ
た
り
、「
市
民

環
境
大
学 

連
携
講
座
」
を
募
集
し
ま
す
。
連
携
講
座
は
、

皆
さ
ん
が
平
成
18
年
度
に
開
催
を
予
定
し
て
い
る
「
環
境
」

を
テ
ー
マ
と
し
た
講
座
・
イ
ベ
ン
ト
等
に
な
り
ま
す
。

　
市
民
環
境
大
学
で
は
、市
民
環
境
大
学
開
設
の
目
的
に
賛

同
す
る
方
（々
以
下
「
連
携
団
体
」
と
い
う
）が
実
施
す
る
事
業

を
連
携
講
座
と
し
て
位
置
づ
け
、共
同
で
広
報
し
あ
う
こ
と

に
よ
り
、「
人
と
ト
キ
が
共
に
生
き
る
島
づ
く
り
」
に
向
け
た

機
運
の
醸
成
や
、連
携
の
輪
の
広
が
り
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

※
連
携
講
座
は
、補
助
金
交
付
や
会
場
確
保
等
、市
民
環

境
大
学
が
主
催
団
体
に
直
接
的
な
支
援
を
行
う
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

対
象
団
体
　
市
民
団
体
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、企
業
、

大
学
、学
校
、行
政
な
ど

対
象
事
業
　
広
く
「
環
境
」
を
テ
ー
マ
と

し
た
講
座
・
イ
ベ
ン
ト
等（
見
学
会
、学
習

会
、観
察
会
、シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
等
）

　（
例
）市
民
団
体
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
が
行
う
環
境

保
全
活
動
・
講
座
、企
業
等
が
行
う
社
会

貢
献
活
動
、大
学
・
専
門
学
校
等
が
行
う

講
座

　
た
だ
し
、「
特
定
の
市
民
の
み
を
対
象

と
し
た
も
の
で
は
な
く
、広
く
市
民
の
参

加
が
可
能
な
も
の
」
等
と
い
っ
た
要
件
が

あ
り
ま
す
。

主
な
広
報
活
動
　
市
民
環
境
大
学
／
市

民
環
境
大
学
Ｈ
Ｐ
へ
の
掲
載
等

連
携
団
体
／
チ
ラ
シ
、パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、看
板

等
へ
の「
佐
渡
市
市
民
環
境
大
学
連
携
講
座
」

記
載
に
よ
る
市
民
環
境
大
学
の
Ｐ
Ｒ
等

募
集
期
間

　
随
時
申
込
が
で
き
ま
す（
募
集
期
間
や

申
込
期
限
は
あ
り
ま
せ
ん
）。
た
だ
し
、平

成
18
年
度
市
民
環
境
大
学
開
設
に
あ
た

り
、６
月
こ
ろ
を
め
ど
に
周
知
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
の
各
戸
配
布
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
掲
載
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、５
月
12

日（
金
）ま
で
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　
市
役
所
　
環
境
課
　
環
境
企
画
係

　
　
　
　
　
蕁
63
―
３
１
１
３

市
民
環
境
大
学
開
設
の
目
的

　
私
た
ち
は
、環
境
か
ら
多
く
の
も
の
を
得
な
が
ら
生
き

て
い
ま
す
。
環
境
と
い
う
私
た
ち
が
共
有
す
る
財
産
は
、誰

の
も
の
で
も
な
い
だ
け
に
、誰
か
が
守
り
、良
く
し
て
く
れ
る

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
社
会
を
構
成
す
る
個
人
、家
庭
、民
間
団
体
、事
業
者
、

行
政
等
と
い
っ
た
あ
ら
ゆ
る
主
体
が
、自
ら
の
問
題
と
し
て

と
ら
え
、環
境
問
題
に
取
組
む
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
佐
渡
市
市
民
環
境
大
学
は
、一
人
ひ
と
り
が
環
境
に
つ
い

て
の
理
解
を
深
め
、取
組
み
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

ま
た
、環
境
に
関
す
る
活
動
の
輪
が
広
が
る
こ
と
を
期
待

し
て
開
設
す
る
学
び
の
場
に
な
り
ま
す
。

　
身
近
な
テ
ー
マ
を
専
門
的
に
学
び
、幅
広
く
交
流
し
な

が
ら
、「
人
と
ト
キ
が
共
に
生
き
る
島
づ
く
り
」
に
向
け
て
、

大
き
な
活
動
の
う
ね
り
を
つ
く
っ
て
い
く
こ
と
を
目
指
し
て

い
ま
す
。

募 

集 

概 

要

○
タ
バ
コ
の
吸
い
殻
を
平
気
で
捨
て

る
人
、買
い
物
袋
に
空
き
缶
を
入

れ
て
捨
て
る
人
、橋
の
上
か
ら
投

げ
捨
て
る
人
、心
無
い
人
が
大
勢

い
て
残
念
で
た
ま
り
ま
せ
ん
。
自

分
の
土
地
、自
分
た
ち
の
島
だ
と

思
っ
て
住
み
よ
い
地
域
に
し
た
い
で

す
。

○
家
の
裏
で
ご
み
を
燃
や
す
人
が
い

て
、時
々
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
品
を
燃

や
す
の
か
悪
臭
が
す
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
ぜ
ん
そ
く
の
子
ど
も
が

い
る
の
で
野
焼
き
を
や
め
て
欲
し

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

○
資
源
ご
み
の
回
収
が
少
な
す
ぎ

ま
す
。
古
紙
は
、
普
通
の
ご
み
回

収
場
所
で
回
収
、資
源
ご
み
は
ビ

ニ
ー
ル
袋
等
を
使
わ
ず
、大
型
バ
ス

ケ
ッ
ト
等
で
回
収
す
る
よ
う
に
し

て
欲
し
い
。

○
エ
コ
バ
ッ
ク
の
配
布
は
良
い
取
り
組

み
と
思
い
ま
し
た
。
と
に
か
く
使

い
捨
て
を
や
め
る
よ
う
、ま
ず
努

力
し
よ
う
と
思
い
ま
す
。

○
佐
渡
を
美
し
く
す
る
会
な
ど
が

実
施
す
る
環
境
美
化
活
動
を
休

日
に
実
施
し
て
欲
し
い
。
そ
し
て

他
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
と
連
携
し
、

全
島
一
斉
清
掃
を
行
う
こ
と
で
、

市
民
Ｐ
Ｒ
を
し
て
欲
し
い
。
市
に

は
そ
の
調
整
役
を
お
願
い
し
た
い
。

○
ト
キ
の
野
生
化
に
伴
い
新
た
な
問

題
対
策（
鳥
害
、農
作
物
へ
の
影
響
）

も
必
要
と
な
る
。
何
の
た
め
の
、誰

の
た
め
の
ト
キ
野
生
復
帰
な
の
か
、

も
っ
と
市
民
の
理
解
を
深
め
る
必

要
が
あ
る
。

○
松
く
い
虫
対
策
が
十
分
で
な
か
っ

た
た
め
、森
林
が
荒
廃
し
て
い
る
。

耕
作
放
棄
地
も
多
く
早
急
に
改

善
す
る
取
組
み
が
必
要
。

○
河
川
工
事
で
は
、魚
道
を
必
ず
設

置
す
る
等
、公
共
工
事
は
、自
然

と
マ
ッ
チ
し
た
工
法
で
お
願
い
し

た
い
。
工
費
が
高
く
な
っ
て
も
生

物
の
こ
と
を
考
え
る
こ
と
が
大
切
。

○
鳥
や
ト
ン
ボ
、チ
ョ
ウ
、ホ
タ
ル
の
飛

び
交
う
河
川
が
欲
し
い
。
子
ど
も

た
ち
が
川
に
入
り
ア
ユ・
ど
じ
ょ
う
・

ザ
リ
ガ
ニ
が
取
れ
る
よ
う
な
場
所

で
す
。
公
園
に
も
、森
林
浴
が
感

じ
ら
れ
る
よ
う
な
日
陰
の
あ
る
場

所
が
欲
し
い
。

○
下
水
道
加
入
率
が
あ
ま
り
よ
く

な
い
よ
う
だ
。
市
は
加
入
促
進
を

積
極
的
に
行
う
べ
き
。

○
子
ど
も
た
ち
は
空
き
缶
を
捨
て

な
い
。
大
人（
青
年
）が
捨
て
て
子

ど
も
に
拾
わ
せ
て
い
る
。
良
く
な
い
。

教
育
委
員
会
は
学
校
教
育
だ
け

で
は
な
く
社
会
教
育
に
も
っ
と
力

を
入
れ
て
欲
し
い
。

◎
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
意
見
で
す（
抜
粋
）

市
民
環
境
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果



　
障
害
を
持
ち
な
が
ら
働
い
た
こ
と
が
評
価

さ
れ
る
仕
組
み
と
し
て
、
65
歳
以
上
の
方
は
、

障
害
基
礎
年
金
と
老
齢
厚
生
年
金

障
害
基
礎
年
金
と
遺
族
厚
生
年
金

の
組
み
合
わ
せ
に
つ
い
て
、併
せ
て
受
給（
併

給
）す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
な
お
、併
給
を
申
請
す
る
場
合
は
、手
続

き
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル

　
　
蕁
０
５
７
０
―
０
５
―
１
１
６
５

　
新
潟
西
社
会
保
険
事
務
所

　
　
蕁
０
２
５
―
２
２
５
―
３
０
０
１

障
害
基
礎
年
金
と
老
齢
厚
生

年
金
等
を
併
せ
て
受
給
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
す

佐
和
田
商
工
会
　
蕁
52
―
３
１
４
８

　
17
日
（
水
）

　
受
付
　
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

両
津
商
工
会
　
　
蕁
27
―
５
１
２
８

　
18
日
（
木
）

　
受
付
　
午
前
９
時
〜
11
時

小
木
町
商
工
会
　
蕁
86
―
２
２
１
６

　
18
日
（
木
）

　
受
付
　
午
前
９
時
〜
10
時
30
分

５
月
定
例
社
会
保
険
事
務
相

談
所（
年
金
相
談
等
）の
開
設

に
つ
い
て

●
問
い
合
わ
せ
先
●

　
市
民
課
　
戸
籍
年
金
係

　
　
蕁
63
―
５
１
１
２

　
各
支
所
市
民
課
　
国
民
年
金
担
当
係

　
ま
た
は

　
新
潟
西
社
会
保
険
事
務
所

　
　
蕁
０
２
５
―
２
２
５
―
３
０
０
１

　
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル

　
　
蕁
０
５
７
０
―
０
５
―
１
１
６
５

　
　
（
年
金
請
求
な
ど
に
関
す
る
相
談
）

　
　
蕁
０
５
７
０
―
０
７
―
１
１
６
５

　
　
（
年
金
を
受
け
て
い
る
方
の
相
談
）

　
国
民
年
金
は
、
職
業
・
収
入
に
関
係
な

く
、
日
本
に
住
所
が
あ
る
20
歳
か
ら
60
歳

ま
で
の
す
べ
て
の
人
が
加
入
す
る
こ
と
に

な
っ
て
お
り
、
学
生
も
20
歳
に
な
っ
た
ら

国
民
年
金
に
加
入
し
、
保
険
料
を
納
め
な

く
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

　
し
か
し
、
学
生
は
所
得
が
な
い
、
あ
る

い
は
少
な
い
な
ど
の
理
由
で
、
保
険
料
を

納
め
る
こ
と
が
困
難
な
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
そ
の
よ
う
な
と
き
は
、
学
生
納
付
特
例

制
度
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
承
認
を
受
け

る
と
、
保
険
料
の
納
付
を
猶
予
さ
れ
、
社

会
人
に
な
っ
て
か
ら
支
払
う
こ
と
が
で
き

ま
す
。
※
申
請
は
毎
年
必
要
で
す
。

学
生
納
付
特
例
制
度
に
つ
い
て

国
民
年
金
の
手
続
き
に
は
、

基
礎
年
金
番
号
が
必
要
で
す
！

平
成
18
年
度
の
年
金
額
は

０
・
３
％
引
き
下
げ
と
な
り
ま
す

　
国
民
年
金
に
関
す
る
手
続
き
や
、
問
い

合
わ
せ
で
窓
口
に
お
越
し
の
際
は
、
年
金

手
帳
ま
た
は
基
礎
年
金
番
号
通
知
書
を
お

持
ち
く
だ
さ
い
。

　
年
金
手
帳
ま
た
は
基
礎
年
金
番
号
通
知

書
は
、
は
じ
め
て
国
民
年
金
・
厚
生
年
金

お
よ
び
共
済
組
合
等
に
加
入
し
た
と
き
に

交
付
さ
れ
ま
す
。

学
生
納
付
特
例
申
請
手
続
き
に
必
要
な
も
の

  

・
年
金
手
帳

  

・
印
鑑
（
本
人
が
署
名
す
る
場
合
は
不
要
）

  

・
学
生
証
ま
た
は
在
学
証
明
書
の
写
し

  

・
平
成
17
年
の
所
得
が
わ
か
る
も
の

　
平
成
17
年
の
平
均
の
全
国
消
費
者
物
価

指
数
が
、
対
前
年
マ
イ
ナ
ス
０
・
３
％
で

あ
っ
た
た
め
で
、
老
齢
基
礎
年
金
（
満
額
）

の
場
合
は
、
月
額
２
０
０
円
ほ
ど
引
き
下

げ
と
な
り
ま
す
。

※
６
月
の
定
期
支
払
い
（
４
月
お
よ
び
５

月
）
か
ら
年
金
額
が
変
更
と
な
り
ま
す
。

　
健
康
の
秘
け
つ
は
何
で
す
か
？
　
あ

な
た
が
、
家
族
が
、
そ
し
て
地
域
が
元

気
に
な
る
た
め
の
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

　
５
月
か
ら
２
月
に
10
回
１
コ
ー
ス
で

予
定
し
て
い
ま
す
。

　
教
室
修
了
生
で
希
望
さ
れ
る
方
は
、

地
域
で
の
佐
渡
市
健
康
推
進
員
と
し
て

活
躍
の
場
が
広
が
り
ま
す
。

募
集
期
間
　
５
月
12
日
（
金
）
ま
で

　
興
味
の
あ
る
方
は
　
市
役
所
保
健
医

療
課
健
康
増
進
係
（
蕁
63
―
３
１
１
５
）、

各
支
所
福
祉
保
健
課
ま
た
は
市
民
課
に

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

（
詳
し
い
日
程
・
申
込
書
を
さ
し
あ
げ

ま
す
）

健
康
づ
く
り
教
室

元
気
い
き
い
き
塾

受
講
生
を
募
集
し
ま
す
！

仲間ができる
　楽しく
　　にこにこ

体験や講義や
話し合いで
学びもたくさん

子育て・
栄養・運動・
介護まで 内容
盛りだくさん
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